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「ヨシモトオノ」

吉本 ばなな∥著
文藝春秋刊 (913.6 /ﾖ )

ヨシモトオノとは、
吉本ばなな×『遠野物語』!
怖く、美しく、心の中に小
さな不思議と希望の光を灯
す怪談を集めた、
吉本ばなな版遠野物語。

「長距離電話」

赤川 次郎∥著
汐文社刊 (J 913 /ｱ )

夜の山道で見つけた古い
電話ボックス。
もしも昔に戻って、もう
一度人生をやり直すこと
ができたら-。そんな不可
能な願いが、一本の電話
から現実になっていく…。

「シンデレラのねずみ」

斉藤 洋∥作森泉 岳土∥絵
偕成社刊 (J 913 /ｻ )

おかしなことに、わたし
の顔を見るとみな、奇妙
な話をしたくなるらしい-。
図書館でアルバイトをす
るわたしのもとに集まる、
不思議な話とは? 図書館
を舞台にした奇譚集

こわい本こわい本

「八月の暑さのなかで
(ホラー短編集) 」

英米のホラー小説に詳し
い訳者が選んだアンソロ
ジー。エドガー・アラ
ン・ポー、サキ、フレド
リック・ブラウン、ロア
ルド・ダールなど、短編
の名手たちによる怖くて
クールな13編。

「悪の教典  (上) 」

学校という閉鎖空間に放
たれた殺人鬼は、高いIQ
と好青年の貌を持ってい
た…。
ピカレスクロマンの輝き
を秘めた戦慄のサイコホ
ラー。

「小さな手(ホラー短編集4) 」 「漫画家たちが
描いた怪談(ただよう妖気) 」

身近にあるのに、人間が
暮らすことのできない水
の中には、きっと私たち
とは全く別の世界がある。
手塚治虫､楳図かずお､つ
げ忠男など、7人の漫画家
たちが描いた水辺の怪談
を収録。

「お前の死因にとびきり
の恐怖を」

文芸部の片隅で見つかっ
たUSBメモリ。それは、
ある男子学生の「死」に
関する情報を集めた不気
味なものだった…。ホ
ラーモキュメンタリー。

「ばけもの」

ノリコシ、抜け首、謎の
ウサギ…。遠野のおばけ、
夜を行く。京極夏彦によ
る新たな語りと飯野和好
の絵による「遠野物語」
の絵本。見返しに「遠野
物語マップ」あり。“怪
談の原点”をえがく
シリーズ最終巻。

作作すすすすおお
めめ 家家

汐見夏衛【ジャンル】中高生を主人公とした恋愛小説、青春小説など
鹿児島県生まれ。愛知県在住。高校の国語教師として働きながら、2013年に携帯小説サイト「野いちご」に出会い趣味として小説の

執筆をスタート。2016年に書籍化デビュー。『夜が明けたら、いちばんに君に会いにいく』で「野いちご大賞」の大賞を受賞。現役
高校教員の描く青春ストーリーとして話題を呼んだ。2023年に2作品が映画化され、2026年には新たな映画も公開予定。

しおみ           なつえ  

夜が明けたら、
いちばんに君に会いにいく

汐見 夏衛∥著
スターツ出版刊（YA 913.6 /ｼ）

あの花が咲く丘で、
君とまた出会えたら。

汐見 夏衛∥著
スターツ出版刊（YA 913.6 /ｼ）

明日の世界が
君に優しくありますように

汐見 夏衛∥著
スターツ出版刊（YA 913.6 /ｼ）

金原 瑞人∥編訳
岩波書店刊 (933.78 /ﾎ )

たわいない願いが引き起
こす悲劇、手をめぐる怪
異、美しい館の秘密…。
カポーティ、スティーヴ
ンソン、キプリングなど
による英米ホラー傑作選。

瑞人∥編訳佐竹 美保∥絵
岩波書店刊 (933.78 /ﾎ )

梨∥著
イースト・プレス刊 (913.6 /ﾅ)

貴志 祐介∥著
文藝春秋刊 (913.6 /ｷ /1 )

中野 晴行∥監修 
金の星社刊 (726.1 /ﾏ )

柳田 国男∥原作
京極 夏彦∥文飯野 和好∥絵
汐文社刊 (913.6 /ﾅ)
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図書館休館日図書館休館日
色がついている日は休館日

平日 9:00~17:00

土日 9:00~17:00

8～10月

平日 9:00~18:00

土日 9:00~17:00

11月

開館時間

釜石市立図書館  
ホームページ
イベント情報、
蔵書検索、予約など

8月 9月 10月 11月

10/3● 11/2●10/3●    11/2●

本の表紙が
秋を思わせる色の本を集めた

見て楽しい読んで楽しい展示です。
貸出もします。

POPPOP
11/6● 11/23●11/6●    11/23●

釜石市立図書館の本の中から
描いていただいたPOPを
本とともに展示します。

あおぞらぶんこ

青空文庫青空文庫
あおぞらぶんこ

青空文庫ってなに？
「青空文庫」とは、インターネット上にある「無料の電子図書館」です。
有名な作家の本をスマホやパソコンで読むことができます。

どんな本が読めるの？
明治・大正・昭和の時代に書かれた日本の名作を中心に、小説だけではなく、詩、童話、
エッセイ、歴史、哲学など、いろんなジャンルを読むことができます。

どうして無料なの？
本には「著作権（ちょさくけん）」というルールがあり、勝手にコピーしたり、ネット
にのせたりすることはできません。しかし、日本では作者が亡くなってから70年がたつ
と、著作権がなくなります。青空文庫では、そうした著作権の切れた作品を、
ボランティアの方々が入力して、公開してくれています。

青空文庫
トップページ
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